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SalondeChanson
■シャンソンと共にく５＞

店のムードと堀さんのｼ ｬ ﾝ ｿ ﾝに酔う
松岡道純（株) 日新カレージ
戸井千晶< アルバトロス> 右
松岡「この店の雰囲気と堀さんの歌が
好きで、月のうち半分ぐらいはここに
来るんですよ」
戸井ｒ僕なんかこの前から堀さんにピ
アノのレッスンも受けてるんですが、
まだどうもうまく弾けなくて」
「大丈夫。１年ぐらいでうまく弾ける
ようにしてみせるわ」と堀郁子さんが
笑う。息の合ったコンビにママの中谷
さんがすすめる洋酒も一段とおいしい
秋の宵で' す。
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☆トア･ ロード昼と夜のいこいのｻ ﾛ ﾝ
ＴＥＡ＆ＤＲｌＮＫ

い

りントツーレ
生田区中山手通２丁目トア・ロード
PHONE(078)391-3822
●Ｍｅｎｕ紅茶・コーヒー￥3 0 0

ビール￥3 0 0 水割り￥4 0 0
●堀郁子シャンソンタイム
月～土ＭＩＰ, Ｍ８～1 1 : ３０
ＴｅａｔｉｍｅＡＭ・１０～Ｐ. Ｍ’６時
< 毎木曜休み／年中無休＞

ＷｉｎｅｔｉｍｅＰ. Ｍ’６～1 2 時
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コンクリートと蛍光燈の世界を嫌っ
た、神戸っ子が三宮のど真中に小さ
な、小さな、山小屋を建てました。
名前はウィスキー・キャビン“レモ
ン“丸太と古材を主体に使った為、
木の色と香りが一杯。このカナダ風
の雰囲気がとても、ウィスキーと合
うのです。
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１膳 リ中山手一丁目東門筋南入口
ＴＥＬ３３１－４６４４

レモンのｽ ﾀ ｯ ﾌ ､ 左から正雄、かおる、二郎、ﾙ ｲ ｽ 君

iＩ ｒ
師
測

這翠＝＝多h ＝同三

鰯
函

jＡ 加毎〒" 且材料且４

、日ﾛ、日 ﾛ

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



識
Ｉ

ａ

可

、

諭動
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蕊替．

職 識鐸灘
キづくりの名匠が腕をふるって、本場最
高の味をおとどけする店です。

神戸大丸地階t e l 3 3 1 - 8 1 2 1
●本社
神戸市東灘区御影石町３丁目1 1 - 1 9
ＴＥＬＯ７８（8 1 1 ）１２３４

Ｌ

醜

ＳＣＨＯＮＢＲＵＮＮ
ＤＥＲ

ｃＪＱｌｉＧａｏ
ジョリカ
リ羊菓子シリーズ
<11月＞

☆クリスマストルテ
今月のジョリカのお菓子

は一足早いクリスマスデコ

レーションケーキそっとキ

ャンドルに火を灯して外の

ざわめき聞きながら一人で

いるのも最高／とてもかわ

いいキャンドルトルテとブ

ラックチェリーのキルシェ

ントルテ。今年のプレゼン

トは何にしようかなあ？な

んて大きく夢が広がります。

〈デコレーションケーキは御批文に応じて、生
クリーム、チョコレート、パﾀ ｰ ができますシ

創る人／西山博司
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センター街のムーディな「カンパリー

ミ
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ト
に
白
い
異
国
の
客
船
が
浮
ぶ
秋
。
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戸
・
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イ
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。
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イ
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か
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ご
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街
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リ
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の
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の
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と
り

初
冬
の
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７
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３
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‘、イセンスな舶来商品
j f かりなのです。
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階
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い
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Ｐ
Ｅ
Ｐ
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Ｌ
Ｅ

Ｍ
Ｏ
Ｋ
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る
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○
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ン
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ケ
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味
し
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が
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っ
ぱ
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。
女
の
子
な
ら
一
度
は

て
お
い
し
い

の
で
す
。
夜
に
は
ピ
ア
ノ
の
演
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あ

り
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ピ
ヅ
ツ
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に
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無
い
ヤ
ン
グ

レ
デ
ィ
や
ア
ベ
ッ
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の
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。
ロ
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ク
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生
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が
楽
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の
お
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い
地
中
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ゾ
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セ
サ
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。
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。

へ
左
は
と
て
も
チ
ャ
ー
ミ
ン
グ
な
ロ
テ
ィ
の
ウ
ィ
ン
ド
ー
〉

■●

一．、

愚

Ｌ

要塞ニーー．

唾

吋篭蕊

☆
花
屋
敷

☆
か
わ
ら
乞
食

で ～ ●
山
手
短
大
両
隣
諏
訪
山
マ
ン
シ
ョ
ン

－
Ｆ
冬

で
ん
わ
．
０
７
８
．
３
４
１
．
５
２
２
３

Ａ
・
Ｍ
ｎ
時
〜
Ｐ
耐
加
時
迄

生
田
新
道
を
東
へ
二
筋
北
上
す
る
と

〃
青
い
城
″
の
向
い
側
に
あ
る
「
か
わ

ら
乞
食
」
の
地
下
を
ト
ン
ト
ン
と
降
り

る
と
、
も
う
、
メ
ル
ヘ
ン
の
世
界
で
す
。

カ
ラ
フ
ル
な
異
人
館
の
屋
根
や
窓
、

古
い
ラ
ン
プ
に
蓄
音
器
、
そ
ん
な
街
並

み
の
中
で
、
か
わ
ら
乞
食
み
た
い
な
自

由
な
気
持
で
、
カ
ウ
ン
タ
ー
の
中
の
愉

快
な
人
達
と
お
し
ゃ
べ
り
楽
し
み
な
が

ら
す
ご
せ
る
の
で
す
。

つ
き
だ
し
二
○
○
円
、
ビ
ー
ル
三
○

○
円
、
水
わ
り
四
○
○
円
、
ポ
タ
ー
ジ

ュ
三
○
○
円
と
値
段
も
手
頃
。
午
後
六

時
〜
深
夜
ま
で
、
お
と
ぎ
の
世
界
に
さ

そ
い
ま
す
。
〈
左
は
カ
ラ
フ
ル
な
店
内
〉

●
神
戸
市
生
田
区
巾
山
手
通
１
丁
目
四

ノ
９
青
い
城
向
い

で
ん
わ
．
０
７
８
．
３
２
１
．
０
７
０
７

三
｛
畠
フ

ラ
ワ
ー
ロ

ー
膳
‐
の
小

粋
な
ド
ア

を
開
く
●
と

き
こ
え
て

く
る
奥
田

章
三
さ
ん

の
ト
ー
フ
ン

ペ
ッ
ト

た
プ
レ
イ
が
楽
し
め
ま
す
。

●
三
宮
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
市
役
所
前

で
ん
わ
０
７
８
．
２
５
１
．
２
１
０
９

バ
ン
ド
と
唄
う
の
で
踊
れ
て
の
ん
で
軽

い
お
食
事
も
で
て
バ
ッ
グ
ン
に
し
ゃ
れ

Ｗ騨閣に
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四
一
日
相
■
召
０
凸 ●

ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ

黒
部
古
了
〈
作
家
〉

、南
電

、

〈
‘

▲
北
神
一

⑪
マ

▼庭先で

ｉ
ｉｌ

２。

ゆ

天日乾燥される和紙

。
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Ⅱ
本
人
に
と
っ
て
、
和
紙
は
な
じ
み
ぶ
か
く
懐
し
い
も
の
だ

が
、
現
在
わ
が
国
で
製
造
さ
れ
て
い
る
の
は
約
百
種
類
ほ
ど
と
い

わ
れ
て
い
る
。

す
き

周
知
の
ご
と
く
和
紙
に
は
手
漉
と
機
械
漉
と
あ
る
。
原
料
は
コ

ウ
ゾ
、
ミ
ツ
マ
タ
、
ガ
ン
ピ
な
ど
で
、
こ
れ
に
木
材
パ
ル
プ
、
マ

ニ
ラ
麻
、
ク
ワ
皮
、
麻
ぼ
ろ
な
ど
を
混
用
し
て
製
造
さ
れ
る
場
合

も
あ
る
。

手
漉
和
紙
の
特
色
と
い
え
ば
、
一
般
に
優
雅
左
色
沢
と
地
合
を

も
ち
、
長
期
保
存
に
耐
え
る
強
じ
ん
さ
を
持
っ
て
い
る
点
で
、
実

用
主
義
の
洋
紙
に
く
ら
べ
る
と
、
和
紙
そ
れ
自
体
が
美
術
品
の
よ

ガ
ン
ピ

う
宏
美
し
さ
と
味
を
も
っ
て
い
る
。
と
く
に
雁
皮
今
極
用
い
た
「
烏

ち
み
つ

の
子
」
は
、
級
密
優
雅
で
耐
久
性
に
富
む
最
高
級
ロ
叩
で
あ
る
。

本
県
の
西
宮
市
塩
瀬
町
名
塩
で
つ
く
ら
れ
て
い
る
名
塩
紙
は
、

多
可
郡
加
美
町
で
つ
く
ら
れ
て
い
る
杉
原
紙
と
と
も
に
本
県
和
紙

の
双
壁
と
い
わ
れ
、
わ
が
国
の
和
紙
界
で
も
重
き
を
な
し

て
い
る
。
そ
の
名
塩
紙
の
故
郷
は
、
宝
塚
、
生
瀬
の
西

北
、
名
塩
川
に
沿
っ
た
幅
広
い
谷
間
に
あ
る
。
か
っ
て
は

「
名
塩
百
粁
」
と
い
わ
れ
た
製
紙
の
メ
ッ
カ
も
、
旧
い
家

が
ほ
と
ん
ど
つ
ぶ
れ
て
、
現
在
手
漉
を
つ
づ
け
て
い
る
の

は
わ
ず
か
に
五
軒
。
そ
の
中
の
一
粁
、
谷
野
徳
太
郎
さ
ん

方
を
訪
ね
て
み
た
。

た
け
②
ぷ

一
一
代
目
の
剛
惟
さ
ん
（
訂
）
が
早
速
説
明
し
て
く
れ

◎ら
る
。
「
名
塩
紙
の
特
徴
を
一
言
で
い
え
ば
、
ガ
ン
ピ
に
泥

←畦
上
を
混
和
し
た
手
漉
和
紙
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す

唾
ね
。
ほ
か
の
和
紙
は
原
料
に
糊
を
混
和
し
て
女
の
手
で
漉

の
り

た昨
か
れ
る
の
に
対
し
て
、
名
塩
紙
は
男
職
人
が
坐
っ
て
行
を

牢
う
溜
漉
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
ま
す
」

ン

和
紙
に
泥
土
が
混
っ
て
い
る
な
ど
初
耳
で
あ
る
。

ガな

名
塩
で
は
こ
の
泥
土
の
種
類
に
よ
っ
て
、
現
在
五
種
類

き雄
の
紙
を
漉
き
分
け
て
い
る
。
カ
ブ
タ
土
を
入
れ
て
漉
く

華
「
肯
名
」
、
天
子
土
（
卵
黄
色
）
を
入
れ
て
漉
く
「
玉
子
」
、

。淀
天
子
士
と
東
久
保
士
（
白
色
）
を
混
ぜ
て
漉
く
「
白
茶
」
、

し症
蛇
豆
土
を
入
れ
て
漉
く
「
淡
茶
」
、
楊
梅
皮
の
汁
と
油
煙

錐
を
混
ぜ
て
漉
く
「
鴬
茶
」
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。

に梁
こ
の
製
法
は
ず
い
ぶ
ん
古
く
か
ら
あ
っ
た
も
の
と
み
え

〜動
て
、
次
の
よ
う
な
記
録
が
あ
る
。

ンガ
「
鳥
の
子
土
、
同
所
（
名
臨
）
に
在
り
。
此
土
を
設
け

る韮
烏
卵
紙
に
漉
交
へ
、
美
を
能
く
す
。
卯
色
を
以
て
烏
子
紙

騨
と
称
す
」
（
「
摂
陽
群
談
」
元
禄
十
円
年
）

の
「
烏
子
紙
の
一
種
、
天
子
烏
子
が
摂
州
名
塩
か
ら
出
て

紙Ⅱ矛
い
て
、
泥
土
を
混
和
し
て
造
る
の
で
厚
重
で
裂
け
易
い
」

１
砺
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（
「
和
漢
三
才
図
会
」
正
徳
二
年
）

つ
ま
り
十
八
世
紀
初
期
に
す
で
に
泥
の
混
和
が
行
な
わ
れ
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
。
泥
土
の
混
和
率
の
少
な
い
上
質
ガ
ン
ピ
を

ま
に
あ
い

「
鳥
の
子
」
、
泥
土
の
混
・
祁
率
が
大
き
い
も
の
を
「
間
似
合
」
と

称
し
て
い
る
。

４

一
体
、
い
つ
頃
こ
の
地
に
製
紙
業
が
定
着
し
た
か
ｌ
こ
の
点

に
つ
い
て
は
、
い
ま
だ
に
正
確
な
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
な
い
。
伝

そ
左
こ
び
き

説
と
し
て
は
①
名
塩
住
民
が
木
曽
へ
柚
木
挽
に
出
か
け
、
越
前
で

技
術
を
習
得
し
て
き
た
。
②
蓮
如
上
人
が
こ
の
地
へ
巡
遊
さ
れ
た

と
き
、
供
を
し
て
き
た
越
前
人
に
よ
っ
て
技
術
が
つ
た
え
ら
れ

た
。
③
江
戸
初
期
ご
ろ
、
東
山
弥
右
衛
門
と
い
う

人
が
越
前
へ
出
か
け
て
技
術
を
盗
み
と
っ
て
き

た
、
等
の
諸
説
が
あ
る
が
、
地
元
の
人
は
③
の
伝

説
を
信
じ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

当
時
の
製
紙
製
陶
技
術
な
ど
は
ほ
と
ん
ど
秘
法

と
さ
れ
て
い
て
、
肉
親
か
後
継
者
以
外
に
は
伝
授

し
な
か
っ
た
。
弥
右
衛
門
は
越
前
へ
出
か
け
て
紙

漉
職
人
の
家
に
鐸
養
子
に
入
り
こ
み
、
秘
法
を
盗

ん
で
か
ら
妻
子
を
捨
て
て
名
塩
に
帰
っ
て
き
た
と

い
わ
れ
て
い
る
。
職
人
の
冷
酷
な
生
き
方
と
捨
て

ら
れ
た
妻
子
の
悲
し
み
、
と
い
う
の
は
小
説
に
と

っ
て
は
う
っ
て
つ
け
の
テ
ー
マ
で
、
水
上
勉
氏
の

小
説
に
こ
の
種
の
作
が
あ
る
。

東
山
弥
右
衛
門
之
墓
と
い
う
の
が
、
現
在
も
同

乱
地
の
中
山
と
い
う
丘
の
上
に
あ
る
。
く
わ
し
い
人

電
物
は
わ
か
ら
な
い
が
、
一
応
こ
の
人
が
名
塩
紙
の

鍔
元
祖
と
い
う
こ
と
に
た
っ
て
い
て
、
戦
前
ま
で
は

癌
毎
年
盛
大
な
祭
り
や
相
撲
興
行
が
行
な
わ
れ
た
と

”
い
津
フ
。

手

◇

ん鎧
剛
惟
さ
ん
が
屋
敷
の
中
を
あ
ち
こ
ち
案
内
し
た

龍
が
ら
、
製
紙
工
程
を
ひ
と
通
り
説
明
し
て
く
れ

賑
る
。
「
原
料
の
ガ
ン
ピ
は
、
コ
ウ
ヅ
や
ミ
ツ
マ
タ

唾
の
よ
う
に
栽
培
で
き
ま
せ
ん
か
ら
、
六
甲
山
に
自

獅
生
し
て
い
る
も
の
を
、
委
託
業
者
に
採
集
し
て
き

罰
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
近
辺
の
ガ
ン
ピ
が
一

読
番
良
質
な
ん
で
す
よ
。
人
の
背
丈
ほ
ど
の
潅
木

》
霊
雌
蕊
蝿
一
餓
一
蕊
灘

０
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銀杏干板に刷きつけられる濡紙。板にくっつくほうが紙の表。

い
伸
び
ま
す
か
ら
、
原
料
が
な
く
な
る
心
配
は
ま
ず
あ
り
ま
せ
ん
」

ガ
ン
ピ
は
他
の
原
料
に
く
ら
べ
て
繊
維
が
細
か
く
、
丈
夫
な
和

紙
が
で
き
る
。
専
門
の
採
集
者
は
、
山
に
は
い
っ
た
だ
け
で
ガ
ン

ピ
の
あ
り
か
が
わ
か
る
。
村
の
子
供
た
ち
が
小
づ
か
い
稼
ぎ
の
た

め
に
採
集
し
て
く
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。

泥
土
の
ほ
う
も
地
元
産
で
あ
る
。
東
久
保
土
（
白
色
）
、
天
子

経
験
と
カ
ン
が
い
る
。
さ
ら
に
ネ
リ
（
シ
ャ
ナ

と
も
い
う
）
と
い
う
糊
を
適
当
に
混
ぜ
る
。
但
馬
産
の
ノ
リ
ウ
ッ

ギ
の
甘
肌
か
ら
採
っ
た
ネ
リ
は
、
一
般
に
使
用
さ
れ
る
ト
ロ
ロ
ア

オ
イ
よ
り
粘
性
が
強
く
、
長
い
繊
維
を
し
っ
か
り
か
ら
み
合
わ
せ

て
く
れ
る
の
で
、
紙
の
キ
メ
が
級
密
に
な
る
。

名
塩
の
特
徴
は
、
何
と
い
っ
て
も
そ
の
漉
き
方
に
あ
る
。
流
し

漉
き
で
な
く
、
い
わ
ゆ
る
溜
漉
で
あ
る
。
矢
竹
を
使
っ
た
下
桁
（
縦

土
（
卵
黄
色
）
、
蛇
の
目
（
茶
褐
色
）
、
カ
ブ
タ

土
（
青
色
）
な
ど
と
名
づ
け
ら
れ
、
村
の
近
辺

に
は
採
掘
跡
の
古
い
洞
穴
が
黒
い
口
を
あ
け
て

歴
史
の
古
さ
を
も
の
が
た
っ
て
い
る
。
現
在
は

カ
プ
タ
土
が
も
っ
と
も
多
く
利
用
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
の
土
は
名
塩
に
し
か
な
い
。

ガ
ン
ピ
と
泥
土
の
主
要
原
料
が
、
二
つ
と
も

地
元
産
と
い
う
と
こ
ろ
に
名
塩
紙
発
達
の
要
因

が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
現
在
中
国
縦
貫
自
動

車
道
路
の
建
設
工
事
の
た
め
、
周
囲
の
山
が
だ

い
ぶ
荒
ら
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
泥
土
の
採
集
が
窮

屈
に
な
り
そ
う
で
す
、
と
剛
惟
さ
ん
は
眉
を
曇

ら
せ
る
。

あ
ら

ガ
ン
ピ
の
皮
を
「
荒
」
と
い
い
、
水
に
浸
し

て
戦
か
く
し
て
か
ら
、
雁
皮
庖
丁
で
黒
い
表
皮

を
削
り
取
っ
た
も
の
を
「
白
」
と
呼
ぶ
。
こ
の

作
業
を
〃
雁
皮
み
し
り
″
と
い
い
、
一
貫
目
の

荒
が
四
百
匁
の
白
に
減
る
。
こ
れ
を
日
光
乾
燥

し
て
か
ら
、
大
釜
に
入
れ
て
木
灰
の
ア
ク
で

四
、
五
時
間
煮
つ
め
、
清
水
に
さ
ら
し
て
ア
ク

出
し
す
る
。
こ
れ
を
〃
水
よ
り
″
と
い
う
。
水

よ
り
を
何
回
か
繰
り
返
し
て
チ
リ
や
シ
ミ
を
取

り
除
く
の
は
、
す
べ
て
女
の
手
仕
事
で
あ
る
。

つ
い
で
ク
ラ
ッ
シ
ャ
ー
で
繊
維
を
分
離
す

る
。
よ
く
こ
な
れ
た
繊
維
は
丸
め
ら
れ
て
紙
の

原
料
液
「
漉
草
」
と
な
り
、
漉
舟
の
中
で
水
と

泥
土
を
混
ぜ
て
擬
排
す
る
。
こ
の
混
ぜ
具
合
に
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し
て
い
て
、
ソ
リ
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。

天
日
乾
燥
し
た
紙
は
白
く
た
り
、
自
然
に
は
が
し

や
す
く
な
る
。
こ
れ
を
百
枚
ご
と
束
に
し
て
四
方
の

耳
を
〃
端
切
り
″
し
、
干
板
一
組
を
一
梱
と
し
て
出

荷
す
る
。
昔
は
有
馬
温
泉
の
入
湯
客
に
も
土
産
と
し

て
売
ら
れ
た
と
い
う
。◇

名
塩
紙
の
用
途
の
う
ち
、
襖
や
扉
風
に
使
用
さ
れ

る
も
の
が
も
っ
と
も
多
い
。
泥
の
混
合
率
の
少
な
い

一
級
品
は
上
張
り
に
、
古
和
紙
に
ガ
ン
ピ
を
混
合
し

て
再
生
さ
れ
た
二
級
品
は
下
張
り
に
使
用
さ
れ
る
。

越
前
の
烏
子
紙
に
く
ら
べ
る
と
、
泥
が
混
っ
て
い
る

だ
け
に
伸
び
縮
み
が
な
く
、
火
や
乾
燥
に
強
く
、

名塩紙の元祖、東山弥右衛門の墓

五
○
セ
ン
チ
、
横
九
○
セ
ン
チ
）
の
上
に
手
織
り
麻
布
に
柿
シ
ブ

キ
ヌ
ス

を
施
し
た
鼎
の
賛
を
の
せ
、
こ
れ
を
上
桁
で
お
さ
え
る
。
麻
布
の

か
わ
り
に
ナ
イ
ロ
ン
を
使
う
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
こ
れ
だ
と
柔
ら

か
す
ぎ
て
賛
の
竹
の
網
ｎ
が
出
て
、
名
塩
の
紙
の
味
が
出
な
い
。

剛
惟
さ
ん
が
実
際
に
漉
い
て
み
せ
て
く
れ
る
。
漉
桁
で
漉
舟
の

漉
草
を
す
く
い
あ
げ
、
賛
の
上
に
洲
め
て
前
後
左
右
に
ゆ
す
る
。

数
回
漉
草
を
す
く
い
あ
げ
て
は
同
じ
動
作
を
繰
り
返
す
。
植
物
の

繊
維
や
ゴ
ミ
が
浮
い
て
い
る
の
を
、
ピ
ン
セ
ッ
ト
で
除
去
す
る
。

細
か
い
神
経
の
い
る
シ
ン
キ
く
さ
い
仕
事
で
あ
る
。
和
紙
製
法
の

上
で
も
古
風
な
形
態
だ
が
、
こ
う
い
う
入
念
な
手
づ
く
り
の
技
術

で
な
け
れ
ば
、
名
塩
紙
の
味
は
出
せ
な
い
。

漉
き
あ
げ
ら
れ
た
製
紙
は
、
右
横
の
積
み
板
の
上
に
正
ね
ら

お
し

れ
、
百
五
十
枚
に
達
し
た
と
↑
」
ろ
で
、
抑
石
を
か
け
て
一
昼
夜
水

を
切
る
。
じ
か
に
重
忽
ら
れ
た
濡
紙
は
、
一
見
、
ダ
ン
ゴ
に
な
り

そ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
ノ
リ
ウ
ッ
ギ
の
ネ
リ
の
効
果
に
よ
っ
て
、

ち
ゃ
ん
と
一
枚
一
枚
め
く
れ
る
よ
う
に
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
あ
た

り
が
素
人
に
は
ど
う
に
も
脈
に
落
ち
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

い
ち
よ
う

は
が
し
と
っ
た
濡
紙
は
、
銀
杏
の
一
枚
板
で
つ
く
っ
た
干
板
に

刷
き
つ
け
ら
れ
る
。
板
に
く
っ
つ
く
方
が
紙
の
表
。
金
属
乾
燥
を

使
わ
な
い
で
銀
杏
の
板
を
使
う
の
は
、
木
目
が
な
く
、
つ
る
つ
る

虫
く
い
や
ネ
ズ
ミ
の
害
が
な
い
の
で
襖
に
は
う
っ
て

つ
け
で
、
東
宮
御
所
造
営
の
と
き
も
宮
内
庁
か
ら
大
量
に
買
い
あ

げ
ら
れ
た
。

ま
た
、
泥
入
り
紙
質
は
贋
造
を
防
ぐ
た
め
、
元
禄
頃
か
ら
は
蒲

札
に
も
使
わ
れ
、
地
元
尼
崎
藩
を
は
じ
め
畿
内
の
諸
藩
か
ら
下
命

を
受
け
た
。
明
治
以
降
の
主
製
品
に
箔
打
紙
が
あ
る
こ
と
も
見
の

う
す
さ
つ

が
せ
な
い
。
宗
」
れ
は
純
雁
皮
に
少
量
の
泥
を
入
れ
た
薄
葉
紙
で
、

金
箔
、
銀
箔
そ
れ
ぞ
れ
専
用
の
箔
を
圧
延
す
る
料
紙
と
な
っ
て
い

る
。
薄
葉
紙
は
カ
ル
タ
の
面
や
書
物
の
表
紙
な
ど
に
も
使
用
さ
れ

て
い
る
が
、
素
人
に
は
ち
ょ
っ
と
気
の
つ
か
な
い
と
こ
ろ
で
あ

る
。
金
・
銀
箔
を
張
り
つ
け
る
箔
下
紙
に
も
使
用
さ
れ
る
。
金
扉

風
と
か
仏
檀
の
金
箔
な
ど
が
そ
れ
で
、
谷
野
家
に
は
鮮
や
か
な
玉

虫
色
を
描
き
だ
し
た
二
つ
折
り
扉
風
が
あ
る
が
、
こ
れ
も
名
塩
紙

な
ら
で
は
出
せ
な
い
味
で
あ
る
。

ほ
か
に
短
冊
、
色
紙
、
薬
袋
紙
、
最
近
で
は
さ
る
有
名
洋
画
家

が
、
名
塩
紙
を
使
っ
て
油
絵
を
書
く
技
法
を
成
功
さ
せ
た
と
い

う
。
と
は
い
え
、
建
築
様
式
の
変
化
に
よ
っ
て
、
障
子
紙
や
襖
紙

の
需
要
は
ひ
と
頃
に
比
ぺ
る
と
お
と
ろ
え
て
き
た
と
い
わ
ね
ば
な

ら
な
い
。
今
後
の
日
本
人
の
生
活
様
式
を
考
え
る
と
、
希
望
の
も

て
る
の
は
壁
紙
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
和
紙
の
伝
統
と
質
が
、

洋
紙
に
は
な
い
工
芸
的
要
請
を
み
た
し
て
く
れ
る
は
ず
で
、
こ
の
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ご自慢の名塩紙を手にとって説明する谷野剛惟さん( 右) と筆者（左）

分
野
で
の
需
要
が
大
い
に
期
待
で
き
そ
う
だ
。

「
紙
漉
き
と
い
う
の
は
、
つ
ら
い
仕
事
で
し
て
ね
」
と
剛
惟
さ

ん
が
述
懐
す
る
。

「
ふ
つ
う
、
朝
五
時
か
ら
夜
ま
で
で
す
。
一
日
に
百
枚
か
ら
百

五
十
枚
、
よ
く
漉
い
て
二
百
枚
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
か
ら
ね
。
冬

が
つ
ら
い
で
す
よ
。
寒
漉
き
は
紙
質
と
し
て
は
よ
い
も
の
が
で
き

る
ん
で
す
が
、
手
が
凍
え
ま
し
て
ね
。
湯
で
手
を
あ
た
た
め
な
が

な
り
た
か
っ
た
で
す
よ
。
で
も
、
い
ま
で
は
こ
の
仕
事
を
し
て
よ

か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
誇
り
を
も
っ
て
い
ま
す
よ
」

名
塩
で
い
ち
ば
ん
年
若
い
紙
漉
職
人
の
剛
惟
さ
ん
は
、
力
強
く

そ
う
い
っ
て
く
れ
た
。
衰
微
し
か
け
て
い
る
郷
土
産
業
を
再
興
さ

せ
る
意
欲
と
自
信
が
、
面
上
に
あ
ふ
れ
て
い
る
。

そ
の
剛
惟
さ
ん
は
目
下
、
県
の
物
産
展
に
出
品
す
る
名
塩
紙
の

製
作
に
懸
命
に
打
ち
込
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。３

ら
や
る
ん
で
す
よ
」

水
道
の
水
は
、
夏
は
水
が
腐
っ
て
紙
が

わ
る
く
左
る
の
で
、
い
ま
で
も
山
の
井
戸

水
し
か
使
わ
な
い
。
一
人
前
に
売
れ
る
紙

が
つ
く
れ
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
は
、
ざ

っ
と
十
年
は
か
か
る
。
そ
の
間
、
水
く
み

か
ら
ガ
ン
ピ
採
り
、
泥
土
採
り
と
、
工
程

の
手
数
が
こ
ん
で
い
る
だ
け
に
、
素
人
に

は
想
像
で
き
な
い
苦
労
が
あ
る
。

一
、
朝
の
は
よ
か
ら
御
坊
さ
ん
の
杉
で
、

カ
ラ
ス
が
鳴
い
て
眼
が
さ
め
た
。
よ
ん

つ
べ
夜
な
べ
の
土
こ
ね
舟
に
、
落
し
た

あ
の
娘
の
文
を
、
あ
わ
て
て
拾
う
て
懐

に
入
れ
た
。

一
、
あ
の
子
い
ま
ご
ろ
水
よ
り
仕
事
、
指

が
い
た
い
や
ろ
、
し
ん
ど
い
や
ろ
。
お

ら
が
隙
取
（
ミ
シ
リ
の
こ
と
）
で
き
た

ら
飛
ん
で
い
た
る
ぞ
、
助
け
た
る
ぞ
。

一
、
い
ま
に
見
と
れ
、
お
れ
さ
ま
や
っ

て
、
一
生
け
ん
め
い
稼
い
で
貯
め
て
、

紙
漉
丹
那
に
出
世
し
て
、
可
愛
い
あ
の

娘
と
世
帯
も
と
う
。

右
の
唄
は
「
名
塩
紙
漉
ぶ
し
」
の
一

部
。
い
か
に
つ
ら
く
わ
び
い
し
労
働
で
あ

っ
た
か
が
う
か
が
わ
れ
る
。

「
わ
た
し
も
ね
、
は
じ
め
の
う
ち
は
、

友
だ
ち
と
同
じ
よ
う
に
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
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結納儀式用品

神戸大丸姫路やまとやしき
そごう神戸店姫路山陽百貨店
束店トア・ロード那寿２階ＴＥＬ（3 9 1 ）1 8 7 1 ～３
西店長田区市バス菅原東入るＴＥＬ（5 7 5 ) 2 2 5 1 ～３

尋
蓋
；
赤
羅

（
池
）
五
五
一
八
・
八
六
五
三

幸せな二人の
縁を結ぶ

結納儀式用品

遠藤福寿堂
1１４
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